◎開発行為に伴う袋路状道路の取扱いについて
開発行為で新たに設置する道路については、都市計画法施行令第25条第1号に基づき周辺の道路と一体となって機能が有効に発揮されるように計画する必要があるため、原則２路線２箇所の接道条件を求めています。しかし、小規模な開発については、土地の制約上２箇所接道とすることが困難となる場合が多く、行き止まり道路（袋路状道路）となり、災害時の避難や緊急車両等のアクセス障害、周辺土地利用の阻害など多くの問題を抱えています。
このため栗東市としては、今後、袋路状道路の考え方について以下のとおり取扱うこととします。
●袋路状道路の取扱い
市街化区域で開発行為を行う場合の道路計画については、袋路状道路とならないよう未利用地への接続を最優先し開発区域端まで延長することを原則とします。
未利用地への延長を行った幅員６ｍ以上の道路については、交差点からの道路延長が７０ｍ未満の場合は、転回広場及び避難通路を不要とします。
なお、周辺の土地利用の状況から将来的に道路の延伸ができない場合については、これまでどおり道路終端に転回広場及び避難通路が必要となります。

・これまでの場合　　　　　　　　　　　　　　　・道路を開発区域端まで延長した場合



※都市計画法施行規則第24条第5項では、「道路は、袋路状でないこと。ただし、当該道路の延長若しくは当該道路と他の道路との接続が予定されている場合又は転回広場及び避難通路が設けられている場合等避難上及び車両の通行上支障がない場合は、この限りでない。」と規定されており、今回の場合は、道路の延長が可能であり、また、道路延長も短いため避難上及び車両の通行上支障がないものと判断します。
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